
 

３
月
３
日
か
ら
開
催
さ
れ

た
３
月
議
会
は
、
26

日
に
議

案
の
採
決
を
行
っ
て
閉
会
し

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、

提
案
さ
れ
た
新
年
度
一
般
会

計
予
算
や
い
く
つ
か
の
特
別

会
計
予
算
、
市
民
い
こ
い
の

家
条
例
な
ど
、
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
う
条
例
の
一

部
改
正
に
対
し
て
、
市
民
の

暮
ら
し
を
守
る
立
場
か
ら
反

対
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
議
案
に
対
し
て

反
対
討
論
に
立
っ
た
平
良
木

議
員
は
、
「
い
く
つ
か
の
点

で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や

市
民
の
生
活
擁
護
の
立
場
で

積
極
的
な
取
り
組
み
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
」
と
積
極
的

な
部
分
を
評
価
し
な
が
ら

も
、
重
大
な
問
題
点
を
率
直

に
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

具
体
的
に
は
、
福
祉
分
野

で
の
切
り
捨
て
や
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
切
り
下
げ
が
実
際
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
今
年

度
試
行
し
た
各
区
の
総
合
事

務
所
の
産
業
建
設
グ
ル
ー
プ

の
集
約
を
本
実
施
す
る
こ
と

を
前
提
に
し
た
予
算
に
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
消
費
税
増
税
は
、

市
民
の
収
入
が
増
え
な
い

中
、
負
担
ば
か
り
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
を
は
じ
め
、
市

民
の
暮
ら
し
を
ま
す
ま
す
追

い
詰
め
る
結
果
と
な
り
ま
す

が
、
消
費
税
増
税
を
反
映
す

る
各
種
の
手
数
料
や
利
用
料

の
引
き
上
げ
は
、
安
倍
政
権

の
悪
政
を
追
認
す
る
こ
と
に

あ
り
、｢

市
民
の
暮
ら
し
を
守

る
立
場
に
立
っ
て
い
な
い｣

と

し
て
反
対
を
し
ま
し
た
。 

 

消
費
税
関
連
で
は
、
今
回

の
条
例｢

改
正｣

に
よ
り
、
セ

ン
タ
ー
病
院
や
診
療
所
の
診

断
書
発
行
手
数
料
や
下
水
道

料
金
、
ガ
ス
料
金
や
水
道
料

金
な
ど
公
共
料
金
な
ど
の
ほ

か
、
市
民
い
こ
い
の
家
や
く

る
み
家
族
園
な
ど
市
の
施
設

の
利
用
料
金
が
軒
並
み
引
き

上
げ
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
引
き
上
げ
が
反

映
さ
れ
た
予
算
案
や
条
例
改

正
に
は
、
日
本
共
産
党
議
員

団
の
３
人
だ
け
が
反
対
を
貫

き
ま
し
た
が
、
他
の
議
員
は

す
べ
て
賛
成
し
ま
し
た
。 

  

請
願
・
陳
情
に
も 

 
 

背
を
向
け
不
採
択 

 

今
議
会
に
は
、
市
民
団
体

か
ら
た
く
さ
ん
の
請
願
・
陳

情
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
採
択
さ
れ
た
の
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
支
援

拡
大
に
つ
い
て
の
陳
情
と
、

大
潟
体
操
ア
リ
ー
ナ
の
機
能

拡
張
に
関
わ
る
請
願
の
２
件

の
み
で
す
。 

 

東
京
電
力
と
の
原
子
力
安

全
協
定
に
関
す
る
請
願
や
、

３
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
ガ
ス

水
道
局
発
注
工
事
に
関
わ
る

談
合
疑
惑
解
明
の
た
め
の
百

条
委
員
会
設
置
を
求
め
る
陳

情
、
２
団
体
か
ら
出
さ
れ
た

総
合
事
務
所
産
業
建
設
グ

ル
ー
プ
集
約
の
試
行
の
延
長

を
求
め
る
陳
情
な
ど
、
合
わ

せ
て
７
件
の
請
願
・
陳
情
が

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、

い
ず
れ
も
市
民
の
安
全
・
安

心
や
暮
ら
し
を
守
る
上
で
当

然
の
声
で
あ
る
と
し
て
、
採

択
に
賛
成
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
内
、
東
京
電
力
と
の

原
子
力
安
全
協
定
に
関
す
る

請
願
と
、
立
憲
主
義
を
否
定

す
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
の
『
解
釈
改
憲
』
に
反
対

す
る
意
見
書
提
出
の
請
願
に

つ
い
て
、
上
野
議
員
が
賛
成

討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 ３月29日、県内各界を代表する16人の呼

びかけで、｢立憲主義と憲法９条を守る新

潟県民の集い｣が、県民会館で開かれまし

た。集いには、県内各地から約2000人が参

加し、会場を埋め尽くしました。上越から

も大型バスやマイクロバスなどで、党市議

団を先頭に約200人が参加しました。 

 記念講演を行った渡辺治一橋大学名誉教

授は、安倍政権の改憲計画を詳細に説明し

たあと、｢60年安保以上の運動にできる素

地と可能性がある｣と、参加者を励ましま

した。集会終了後はデモ行進を行い、広く

新潟市民に訴えかけました。 

 
 
 

№４０４ ２０１４年４月６日  
 

連絡先      

 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
 上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 
 平良木哲也 090-1808-6919 (上中田)         賛否が分かれた議案に対する各議員の態度  ○は賛成 ●は反対 （瀧澤逸男議長は採決に加わらない） 
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光
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﨑
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良
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悦
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櫻
庭
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子

中
川
幹
太

内
山
米
六

杉
田
勝
典

上
松
和
子

石
田
裕
一

11 20 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○

30 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 23 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●

1、3、5、6
10、12～16
43～68、70

可決

請願２ 採択

合計 創風 新政

請願１ 不採択

○ ○ ○ ○ ○ ○

請願３ 不採択

議
案
等
番
号

議
決
結
果

市民クラブ 日本共産党議員団 みらい 公明党 会派に属さない議員

○ ○ ○28 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○

 賛否の分かれたものは下記の表の通り 

・議案第１・３・５・６・10・12～16と43～68は、消費

税増税に伴う特別会計予算と各条例の一部改正 

・議案第70号は中郷ひばり荘条例の廃止 

・請願第１号は｢東京電力株式会社との原子力安全協定に

関する請願｣ 

・第２号は｢大潟体操アリーナの機能拡張に関わる請願｣ 

・第３号は｢立憲主義を否定する集団的自衛権行使容認の

『解釈改憲』に反対する意見書提出に関する請願｣ 


